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委員の皆様へ 

 

この度は、まちづくり市民ヒアリングへご参加いただき、

ありがとうございます。 

１回目の会議の冒頭で、まちづくり市民ヒアリングの目

的などをご説明させていただきますが、あらかじめご覧い

ただきますようお願いいたします。 

 

 令和６年１０月 

 

          豊川市企画部企画政策課 

          電話：０５３３－８９－２１２６ 

 

 

まちづくり市民ヒアリング 

第７次豊川市総合計画策定 

開催要領 
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１ 目的 

令和８年度から令和１７年度までの１０年間のまちづ

くりの指針となる「第７次豊川市総合計画」の策定にあた

って、目的が類似する総合戦略と総合計画を統合し、一体

化した計画とすることから、人口減少対策に資する事業を

位置付けている第２期豊川市まち・ひと・しごと創生総合

戦略の施策に係る自己評価の内容を委員の皆様に説明し、

今後のまちづくりの方向性について意見交換を行う会議

を開催するものです。 

～「総合戦略」とは～ 

全国的に進む人口減少とまちの衰退を食い止めるため（地方創生）、

「まち」「ひと」「しごと」に視点を置き、行政をはじめ、市民、地域、

団体、企業など市全体でまちの活性化に取り組む計画です。 

総合戦略の目的は、主に「人口減少対策」と「東京一極集中の是正」

の２つです。 

人口減少が進むことで、一定の人口規模によって支えられてきた企業

活動や産業が衰退し、地域経済の縮小や、生活を支えるサービスの維持

が困難になります。 

また、人口が東京に集中することで、働き手を求める企業などは東京

へ集まることとなり、働き先を求める若者が東京へ流出し、地方の人口

減少はさらに加速することになります。 

そこで、市の取組の中でも特に人口減少対策として総合戦略に位置付

けている施策について、市が捉える課題と解決のための手法に対して、

意見をうかがいます。 
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２ 参加にあたってのお願い 

まちづくり市民ヒアリングへの参加にあたっては、以下

の点についてご理解・ご協力をお願いします。 

（１）他の委員の発言がご自身のお考えと異なるものであっ

ても、それを尊重しながら、ご自身の意見について発

言してください。 

（２）当日は、リラックスしたお気持ちや服装で臨んでくだ

さい。 

（３）まちづくり市民ヒアリングは公開にて開催し、会議の

主な内容は総合計画審議会などへ報告させていただく

とともに、委員の氏名、会議写真等とあわせてまちづく

り市民ヒアリング実施報告書、第７次豊川市総合計画の

冊子等に掲載し、市ホームページで公表させていただき

ます。 
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３ 委員名簿 

 

 

 

 

 （敬称略・区分別５０音順）

基本目標 氏名 所属団体等

岩瀨　俊介 ひまわり農業協同組合

近藤　弘昭 豊川商工会議所

鳥山　重文 愛知県商工会連合会音羽商工会

井田　剛 市民公募委員

渡辺　恒博 市民公募委員

秋山　峰輝 豊川市観光協会

富松　隆文 豊川市スポーツ協会

藤本　剛司 豊川文化協会

上野　友紀恵 市民公募委員

内藤　克典 市民公募委員

田中　言羽 いちのみや子育て広場”にこ”

中村　道代
豊川市障害者（児）団体連絡協議会
豊川市肢体不自由児（者）父母の会

美馬　ゆきえ 豊川市老人クラブ連合会

井上　亜里沙 総合計画審議会委員（市民公募）

早津　小波 市民公募委員

岩瀬　崇典 豊川青年会議所

神谷　典江 穂の国まちづくりネットワーク

河合　誠 豊川ビジョンリサーチ

大竹　美穂 総合計画審議会委員（市民公募）

稲田　彩子 市民公募委員

（20人）

④安全で快適に暮らせるま
ちづくり

①しごとづくり

②ひとの流れづくり

③結婚・出産・子育ての希
望をかなえ、誰もが活躍で
きる社会づくり
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４ 開催日時等 

 

回 開催日 時間 場所

基本目標①「しごとづくり」

１回目 １０月２５日（金） 午後３時～ 本３４会議室

２回目 １０月３１日（木） 午後３時～ 本３４会議室

３回目 １１月１２日（火） 午後３時～ 本３４会議室

基本目標②「ひとの流れづくり」

１回目 １０月２８日（月） 午前１０時～ 本３４会議室

２回目 １１月６日（水） 午後１時３０分～ 本３４会議室

３回目 １１月１１日（月） 午前１０時～ 本３４会議室

１回目 １１月１日（金） 午後３時～ 本３３会議室

２回目 １１月８日（金） 午後３時～ 本３４会議室

３回目 １１月１５日（金） 午後３時～ 本３４会議室

基本目標④「安全で快適に暮らせるまちづくり」

１回目 １１月６日（水） 午前１０時～ 本３４会議室

２回目 １１月１８日（月） 午後３時～ 本３３会議室

３回目 １１月２１日（木） 午後３時～ 本３４会議室

基本目標③「結婚・出産・子育ての希望をかなえ、誰もが活躍できる社会づくり」
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５ 会議の進め方 

 

※変更となる場合があります。 

１回目
時間区分 配分 内容

0～5分 5分 挨拶
5～15分 10分 市担当課紹介、委員自己紹介
15～25分 10分 人口動向、市民ヒアリングの流れの説明

25～45分 20分 施策と自己評価の概要

45～115分 70分

質疑対応・意見聴取
○事業内容や、担当課が捉える課題及び解
　決の手法についてどう思うか？
○人口減少の抑制や来訪者の増加のため
　に、どのような取組や工夫が必要か？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

115～120分 5分 総括

合計 120分

２回目
時間区分 時間配分 内容

0～5分 5分 導入

5～25分 20分 施策と自己評価の概要

25～95分 70分

質疑対応・意見聴取
○事業内容や、担当課が捉える課題及び解
　決の手法についてどう思うか？
○人口減少の抑制や来訪者の増加のため
　に、どのような取組や工夫が必要か？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

95～100分 5分 総括
合計 100分

３回目
時間区分 時間配分 内容

0～5分 5分 導入

5～25分 20分 施策と自己評価の概要

25～95分 70分

質疑対応・意見聴取
○事業内容や、担当課が捉える課題及び解
　決の手法についてどう思うか？
○人口減少の抑制や来訪者の増加のため
　に、どのような取組や工夫が必要か？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

総括
　各グループが担当する政策の中で、人口減少
への対応として特に力を入れるべき施策はどれ
か？

95～105分 10分 総括
105～110分 5分 挨拶

合計 110分
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６ 会場レイアウト 

 

※変更となる場合があります。 

傍　聴　席

担当課
（説明者）

委員１

委員２

管理者

進行

事

務

局
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７ 資料の見方 

（１）まちづくり市民ヒアリングで使用する主な資料は、「第２期豊川市まちひと

しごと創生総合戦略 取組状況報告書（令和５年度分）」と「第７次豊川市総合

計画まちづくりヒアリングシート」の２点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２期

令和６年９月

豊川市まち・ひと・しごと創生総合戦略

取組状況報告書（令和５年度分）

第２期豊川市まちひとしごと創生総合戦略 

取組状況報告書（令和５年度分） 

第７次豊川市総合計画 

まちづくりヒアリングシート 
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（２）「第２期豊川市まちひとしごと創生総合戦略 取組状況報告書（令和５年度

分）」では、基本目標及び施策ごとに以下の内容をご確認いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標別評価シート（令和５年度）　第２期「豊川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」 ３．重要業績評価指標（KPI）の推移

基本目標①　しごとづくり

基本目標①　主たる重要業績評価指標（KPI）

１．達成状況レーダーチャート

２．評価

内部評価
分析

（コメント）

・KPIのうち、「創業者数」と「製造業の事業所数」が目標を超えたものの、目標達成率は22.2％（9項目中2項目）にとどまった。
・目標に達していない指標については、コロナ禍の影響を受け、コロナ禍以前までに回復をしていないものの、落ち込んで以降実績値
が上昇または現状維持で推移していることから、しごとづくりの各種施策が、概ね効果を発揮できていると評価する。

外部評価
検証

（コメント）

・コロナ禍という未曽有の事態に対して、令和３年以降は民間部門が積極果敢に創業や（既存企業が新事業に進出するなど）経営革新し
たものと思われるが、市の取組がこれをバックアップしたものと見ることもできる。
・色 な々指標（特に、創業者、新規就農者）については、創業してもすぐに廃業になった、離農した等がないことも重要であるため、そ
れら事業者などが持続して各事業を行っていることも追跡できると良いと考える。

1.35以上

（下段：達成度） － B C C C C

R5　実績 R6　目標値

有効求人倍率（倍）
（上段：数値） 1.33 1.08 0.69 0.79 0.91 0.85

【基本的方向】
中小企業などの経営基盤強化・経営革新や創業・起業、未来技術の実装への支援、若者層の就業支援、人材育成支
援、農業・商業の経営・生産性の向上など、質の高い「しごとづくり」に取り組みます。

評価基準 　目標値を1とした場合の達成度が　　A：1以上　　B：0.8以上1未満　　C：0.5以上0.8未満　　D：0.5未満

重要業績評価指標（KPI） H30　現状 R1　実績 R2　実績 R3　実績 R4　実績

1.33

1.08

0.69

0.79

0.91
0.85

0

0.5

1

1.5

H30 R1 R2 R3 R4 R5

（倍） 有効求人倍率

目標値 1.35倍以上
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H30 R1 R2 R3 R4 R5

（人） 創業者数

目標値 15件

481
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474
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490
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H30 R1 R2 R3

（件） 製造業の事業所数

目標値 484事業所

803
838

479

419

569
547
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H30 R1 R2 R3 R4 R5

（人） 就労促進に関する事業への参加者数

目標値 770人
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14 14 14

6

8
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20

H30 R1 R2 R3 R4 R5

（人） 新規就農者数

目標値 15人

171

150 148
151

160
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180
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H30 R1 R2 R3 R4

（億円） 農業産出額

目標値 187.5億円

97.6

93

91
92 92

93

80

86

92
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110

H30 R1 R2 R3 R4 R5

（億円） 主要農産物の販売額

目標値 100億円

8
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2

5

9 9

0

2

4
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H30 R1 R2 R3 R4 R5

（件） 販路開拓支援件数

目標値 10件

298,931 

284,570

200,000

220,000

240,000

260,000

280,000

300,000

320,000

H30 R5

（百万円） 年間商品販売額

目標値 300,000百万円

①基本目標の主たるＫＰ

Ｉを示しています。 

②基本目標に位置付けて

いるＫＰＩの直近値を示

しています。 

③基本目標全体の内部評

価と、総合戦略会議でい

ただいた外部評価を記載

しています。 

④基本目標に位置付け

ているＫＰＩの計画期

間中の推移と、目標値に

対してどの程度達成で

きているかをグラフで

示しています。 

基本目標全体の重要業績評価指標（ＫＰＩ）と評価を記載したページ 

（下のサンプルは基本目標１「しごとづくり」（P.2～P.3）） 

 

① 

② 

③ 

④ 
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施策別評価シート（令和５年度）　第２期「豊川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」 基本目標①－施策(1) 創業・起業・販路開拓支援、新たなビジネスモデル構築などへの支援

基本目標①　しごとづくり
４．主な事業
連番 1 事業名 担当課

R5事業費

R1 R2 R3 R4 R5 R6 自己評価

目標値 35 31 46 45 45 47

実績値 30 27 45 36 36

連番 2 事業名 担当課

１．施策の重要業績評価指標（KPI）　 R5事業費

H30　現状 R1　実績 R2　実績 R3　実績 R4　実績 R5　実績 R6　目標値 R1 R2 R3 R4 R5 R6 自己評価

目標値 226 262 262 364 364 364

実績値 305 371 465 625 730

連番 3 事業名 担当課

R5事業費

R1 R2 R3 R4 R5 R6 自己評価

目標値 0 10 310 310 310 ―

実績値 0 9 343 310 38

２．施策の評価
連番 4 事業名 担当課

R5事業費

R1 R2 R3 R4 R5 R6 自己評価

目標値 ― 2 5 5 7 7

実績値 ― 6 8 7 8

３．今後の方向性

自己評価の理由

中小企業との開発・技術連携を伴う実証実験の回数は目標値を上回り、社会実装を目指して、国や県のプロジェクトと連携しながら取り組む中小企業の積極的な活動を支援する
ことができた。

事業内容
令和2年8月、官民連携により設立した東三河ドローン・リバー構想推進協議会において、ドローンやエアモビリティなどの未来技術の社会実装を通じ、
先進企業と地元企業との協働により、実証実験や製品開発、啓発・販路拡大などを実施し、新産業の集積や地域産業の強化を図る。 6,655千円

成果指標または活動指標

中小企業との開発・技術連携を伴う実証実験（回／年度） ◎

成果指標または活動指標

空き家見学まちあるき参加者数（人／年度） △

自己評価の理由

空き家見学まちあるきの内容を、講師から直接講義を受けるという体験に重点を置いた内容に見直したため、これまで実施していた動画配信による情報発信を取りやめたことで、
動画の視聴者数を含めた参加者数の目標値は達成できなかったが、講義への参加者は前年度（13人）から増加しているため、創業を希望する参加者へ空き店舗の活用やリノ
ベーションに関する情報提供を実施することができた。

未来技術の社会実装を通じた地域産業の強化 商工観光課

自己評価の理由

創業支援相談件数は目標値を大きく上回る実績値となり、コロナ禍を経て高まった創業等機運を的確に捉え、創業・起業・販路拡大の支援を必要とする事業者のニーズに対応す
ることができた。

遊休不動産などの活用による創業支援 都市計画課

事業内容
中心市街地の空き店舗などの紹介や、リノベーションに関する情報提供などを実施し、中心市街地の活性化の機運を高めるとともに、空き店舗の減少
を図る。 336千円

事業内容
連携機関における創業および中小企業支援に関する事業の情報の共有を行い、支援を必要とする創業者に対し、情報提供および経営に関するアドバ
イスなど適切な支援を実施する。 2,951千円

成果指標または活動指標

創業支援相談件数（件／年度） ◎

成果指標または活動指標

補助金交付件数（件／年度） 〇

自己評価の理由

創業等の機運を高めるイベントにおいて補助金の活用について案内をしたものの、目標値には到達しなかったが、前年度と同程度の件数の補助金を交付し、創業・経営革新・販
路拡大を支援することができた。

とよかわ創業・起業支援ネットワークを活用した創業・起業の支援 商工観光課

【事業効果自己評価の基準】　指標の達成度のほか、数値で捉えにくい事業の意義などに着目して評定

◎：非常に効果的であった（目標値を上回った）、〇：相当程度効果があった（目標値を上回っていないが７～８割達成）、△：効果があった（目標値を上回ってい

ないが、事業開始前よりも改善）、×：効果がなかった、効果が得られなかった、―：未着手・未実施

チャレンジとよかわ活性化事業 商工観光課

事業内容
①市内において店舗や事務所を設置する「創業」、②市内の中小企業が実施する「経営革新事業」、　③展示会に出展し、販路拡張や市場開拓のた
めの経費を補助金制度で支援を実施する。 16,575千円

総合戦略会議
における意見を
踏まえた今後の

方向性

施策の効果を概ね発揮できているものと評価し、継続とする。
産学官の連携を図り、事業者の継続的な経営支援や地域産業の育成・強化に留意しながら、本施策を推進する。

外部評価 B
外部評価

検証
（コメント）

・創業・起業支援については目標値を上回る結果が見受けられるが、有効求人倍率の低下や年間商品販売額
の低さが今後の重要課題になってくると考える。創業・企業支援のみならず、継続性を持って経営を行える支援
も重要と考える。
・イノベーションについては、少数の人のアイデアの実現で発展してきたところがあり、それを組織や集団で進め
ることは困難を伴うが、既存技術の利活用であれば地域産業の育成にも繋がるため、更に産学官の連携を深
めていくべきである。

今後の方針 ■継続　　　　　　　　□改善　　　　　　　　□見直し

※国の工業統計調査及び経済センサスの結果を実績値としていたが、令和２年度調査をもって工業統計調査が廃止され、令和４年度から製造業事業所調査（経済構造実態調査の一部）として実施されるよう

になった。工業統計調査と製造業事業所調査は集計範囲が以下のとおり異なっており、従前と同条件での計測が不可能となったため、R4実績以降掲載をとりやめる。
　工業統計調査：国に属する事業所以外の従業員４人以上のすべての事業所を集計
　製造業事業所調査：個人経営を除く全ての事業所を集計

評価基準 　施策の効果を　　A：十分に発揮できている　　B：発揮できている　　C：あまり発揮できていない　　D：全く発揮できていない

内部評価 B
内部評価

分析
（コメント）

・半数の事業において、指標の実績値が目標を上回った。
・「遊休不動産などの活用による創業支援」については、本事業による空き店舗解消につながった実績が無
かったことから、令和５年度に実施方法を変更したものの、即座に実績にはつながっていない。
・KPIについて、「創業者数」は目標を大きく上回り、「販路開拓支援件数」は目標には至らないものの前年度と
同数の実績を維持していることから、施策の効果を概ね発揮できていると評価する。

484

達成度 － B B A － －

B

製造業の事業所数（事業所）※

実績値 481 482 472 492 － －

達成度 － A D C B

販路開拓支援件数（件／年度）

実績値 8 10 2 5 9 9 10

37 45 15

達成度 － A A A A A

創業者数（人／年度）

実績値 15 15 18 29

施策（１）　創業・起業・販路開拓支援、新たなビジネスモデル構築などへの支援

●

●

●

中小企業などに対して専門家を派遣した創業、起業、経営支援相談事業などを実施し、中小企業の経営支援・経営革新、遊休不
動産の活用による新たなビジネスモデルの構築支援を行います。
国内外における展示会やイベントへの出展にかかる費用の一部助成、各種研修や情報収集にかかる経費の補助など、販路開拓
を支援します。
Society5.0の実現に向けた技術（未来技術）を活用した中小企業の産業強化、第２創業の支援を行います。

評価基準 　目標値を1とした場合の達成度が　　A：1以上　　B：0.8以上1未満　　C：0.5以上0.8未満　　D：0.5未満

重要業績評価指標（KPI）

基本目標に位置付ける施策に関するページ 

（下のサンプルは基本目標１施策（１）「創業・起業・販路開拓支援、新たなビジネスモデル構築など 

への支援」（P.4～P.5）） 

⑥当該施策の全体的な内

部評価及び外部評価と、

評価を踏まえた今後の方

向性を記載しています。 

⑤当該施策に関わりの深

いＫＰＩを示していま

す。 

⑦当該施策に係る主な事

業内容及びその自己評価

を記載しています。 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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（３）「第７次豊川市総合計画まちづくりヒアリングシート」では施策ごとに以下

の内容をご確認いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ヒアリングシート 

（下のサンプルは基本目標１施策（１）「創業・起業・販路開拓支援、新たなビジネスモデル構築など 

への支援」（P.4～P.5）） 

①「第２期豊川市まちひとしごと創生総合戦略」に示す基

本目標及び施策の概要を示しています。 

②自己評価を踏まえた、事業を進捗させる上での課題を、

事業担当課ごとに記載しています。 

③上の欄の課題と対応する形で、課題の解決のための手

法等を、事業担当課ごとに記載しています。 

④「まちづくり市民ヒアリング委員からの意見」欄につい

ては、後日、ヒアリング当日の委員の皆様のご意見を整理

して記載します。 

① 

④ 

③ 

② 


